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シンガポールの幼児教育・保育(3)：カリキュラムの枠組みに注目して




Early Childhood Education and Care in Singapore (3):
From the Perspective of Curriculum
Reiko Uzuhashi
Department of Childhood Studies, Faculty of Contemporary Social Studies,
Doshisha Women’s College of Liberal Arts,
Professor
るために、省の枠を超えて合理的な政策実行を可能にする




























語・タミル語版がある（写真 2 - 1～ 6 ）。










































































写真 2 - 1 総覧 2 - 2 真正的・創造的表現 2 - 3 世界の発見
2 - 5 運動技能の発達 2 - 6 ニューメラシー2 - 4 言語とリテラシー












































ナーサリーとK 1が20人、K 2 が25人で、教師と子どもの


































2016年 8 月18日と2017年 2 月10日に訪問し、午前中の時
間に各クラスの観察を行った。それぞれバイリンガル教育、
ニューメラシーの活動に焦点を当てて教室を回った。
































































5 1 多い、 2多いことを数える









































3 - 1 アイスクリームバーで作る
3 - 2 綿棒で作る













写真 4 組み立てることで手順を学ぶ 写真 5 数える教材









































































































































































































































4 Ministry of Education (2012) Nurturing Early





6 K 1 ・K 2 はそれぞれ日本の4歳児クラス、5歳児クラ
スに相当する。
7 ECDAのホームページ：https://www.ecda.gov.sg/






同志社女子大学 学術研究年報 第 68 巻 2017年58
